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取扱商品など 店舗名 住　所 電話番号

水
　
原
　
地
　
区
　

お菓子 和洋菓子処 浜ぶん 山口町 1‐1‐13 62‐2481

お茶・贈り物 しこーえん 岡山町 1137‐9 62‐1956

贈り物 ハリカ 水原店 市野山字大野 265‐1 62‐7799

お弁当 ほっかべん 市役所前店 中島 14‐15 63‐9039

食品 ㈱佐藤食肉 荒屋 88‐3 62‐2149

飲食・宿泊 リズム・ハウス 瓢湖 水原 314‐19 63‐1010

理容・美容 理容室 ポップイン 百津町 8‐21 62‐2439

理容・美容 理容室まるやま。 若葉町 9‐55 62‐3873

理容・美容 カットサロン サトウ 北本町 8816‐19 62‐2912

ガソリンスタンド ㈱スガイ（水原中央給油所）中央町 1‐10‐10 62‐2583

衣類 おしゃれショップすずや 中央町 2‐11‐28 62‐3584

整体 整体院 緑 緑町 2‐37 B 棟 47‐7424

銀行 さくらの街信用組合 中央町 1‐9‐1 62‐2880

挨拶状・年賀状等 ㈱シーズ 岡山町 5‐15 63‐9826

安
　
田
　
地
　
区
　

遊園地 サントピアワールド 久保 1‐1 68‐3450

お菓子 お菓子の龍宝堂 保田 4011 68‐2234

お菓子 CHOCOLATEI（本店） 保田 3318‐1 68‐5370

お菓子 阿賀野屋 寺社甲 110‐1 090‐8507‐8245

酒類 ㈲マルト斎藤商店 保田 1837 68‐2015

酒類・食品 清野酒店 千唐仁 149 68‐2492

酒類・食品 小松屋商店 保田 1827 68‐2018

酒類・たばこ 寺久保商店 保田 1793‐2 68‐2069

たばこ・食品 勘六商店 保田 1792‐3 68‐2054

食品・雑貨 江戸屋商店 保田 149 68‐2072

薬品・雑貨 越中屋分店 保田 4426 68‐2158

飲食 金澤屋 保田 1857 68‐2042

金物・クリーニング 金子金物店 保田 1830 68‐3859

電化製品 サトウデンキ 保田 4432‐5 68‐2115

時計・補聴器 田中時計店 保田 1873 68‐2519

靴 シューズかとう 保田 1834 68‐2075

ガス ㈱イングショップアサマ 保田 1854 68‐2171

APo カードキャラクターAPo カードキャラクター
ミコちゃんミコちゃん

加盟店で買い物をすると
100円につき 1ポイント

がもらえます。

お買いもの
ポイント

行政
（まちづくり）
ポイント

たまった
ポイントで
お買いもの

健康づくりやボランティ
ア活動への参加などで
ポイントがもらえます。
（4、5ページ参照）

加盟店で
1ポイント＝1円分
として利用できます。

見守りメール配信サービス

　端末機にカードをかざすと、事前登録したアドレスに電子
メールが配信され、子どもの下校時刻を確認したいときなど
に活用できます。子どもに持たせるカードはポイント機能の
ない専用カードです。希望する人は企画財政課（市役所 2階）
または学校教育課（笹神支所 2階）に取りに来てください。

【端末機設置場所】
各小中学校、児童クラブ、市
役所本所、あがの市民病院、
安田診療所、さくらの街信
用組合本店、おんこ茶屋

　あがのポイントカード（通称：ＡＰ oカード）は、
市内で使えるお得なポイントカードです。
　市内加盟店（3ページ参照）で買い物や飲食などを
すると、100円につき1ポイントがもらえます。さら
に、市が指定する事業やイベント等に参加したとき
にもポイントがもらえるのがこのカードの特徴です。

　たまったポイントは、1ポイント 1円分として
市内加盟店で利用できます。
　今回の特集では、市が実施する「まちづくりポ
イント付与事業」などについて紹介します。
　上手にポイントをため、お得に買い物をしましょう！

ＡＰ oカードって何？

地域を地域を元気元気に！買い物をに！買い物をお得お得に！に！

行動が確認できて安心！

あがのポイントの仕組み

→＋

あがのポイント加盟店一覧（31事業所）

加盟店で
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特集　地域を元気に！買い物をお得に！ ＡＰｏカード特集　地域を元気に！買い物をお得に！ ＡＰｏカード

新たな世界が広がります

手話教室
「市民対象手話教室」
に参加します。
※本教室の様子は 22
ページ「市内見て歩記」
をご覧ください。

50pt

認知症予防のポイントを理解

認知症市民講演会
「認知症市民講演会」に参
加します。

50pt

病気に関する正しい知識を

新潟大学医学部健康講座塾
新潟大学医学部教授等によ
る「健康講座」に参加します。

50pt

年 1回は必ず受診

集団健（検）診
「集団健（検）診」を受診
します。

50pt

1 健康・介護予防
ＰＡＲＴ

2 協働・支え合い
ＰＡＲＴ

自然を楽しみながら歩く

運動普及事業
市内を巡るウォーキングイ
ベントに参加します。

50pt

ふれあいや絆を感じ地域貢献
あがのいきいきボランティア応援事業

市に登録されているボランティア活動に参加します。
配食サービス調理ボランティア、読み聞かせボランティ
アなど約 100 種類の活動メニューがあります。

50pt

20pt

みんなでラジオ体操を習慣化

ラジオ体操会
各地区で開催する「ラジオ体操会」に
参加します。

高齢者を支えるサポーターになろう

元気づくりサポーター
「元気づくりサポー
ター養成講座」、「元
気づくりサポーター
継続研修」に参加し
ます。

50pt

ラジオ体操会の感想
・早起きにもよし、健康にもよし。生活リズム
が整いました。（60代男性）
・少し早起きして仲間づくりができる。肩こり
も良くなり、動きも軽くなりました。（70代女性）
・たまったポイントで孫にお弁当を買いました。
（80代女性）

市議会がより身近に

議会広聴
「議会報告会」や「出前報
告会」に参加します。

50pt

出産はあがの市民病院で

あがの市民病院（分娩）
あがの市民病院で分娩しま
す。※市民に限ります。

10,000pt

　 ■この記事に関する問い合わせは、
　  ・　  ・ポイント事業全般に関すること…あがのプラット株式会社　☎ 62-3325
　  ・　  ・行政（まちづくり）ポイントに関すること…企画財政課 企画係　☎ 62-2510（内線 2242）

　　カードはどこでもらえるの？Ｑ
Ａ　　加盟店、企画財政課、笹神支所で発行します。

　　ポイントの有効期限はあるの？Ｑ
Ａ　　ポイントの付与や利用があった日から180日　　が経過するとポイントが失効します。

　　カードが複数あるけど、1枚にまとめられない？Ｑ
Ａ　　ポイントの合算はできません。余ったカード　　は加盟店または市役所に返却してください。

　　年会費や入会費は
　　かかるの？Ｑ
Ａ　　年会費、入会費ともに　　無料です。ＡＰｏカー
　　ドでお金がかかること
　　はありません。

？

　　カードの有効期限や
　　ポイント残高はどう
　　やって確認するの？
Ｑ

Ａ　　メール配信サービスの　　端末機にカードをかざ
　　すと確認できます。

3 安心・安全
ＰＡＲＴ

あなたの勇気で救える命があります

救急講習会
ＡＥＤを使った
心肺蘇生法や止
血方法などを学
ぶ「普通救命講
習会」、「救命入
門コース」を受
講します。

30pt

災害時に備え地域の防災力を強化

防災教室
自治会や事業所
が消防署に依頼
して実施する防
災訓練（初期消
火訓練や防災講
話など）に参加
します。

30pt

広報あがのお知らせ版を見れば対象事業
が一目で分かります。左のマークが付いて
いる記事が対象事業で、○内に記載のポ
イントが付与されます。

○

あがのポイント
対象事業

まちづくりポイント付与事業

あがのポイントカードに関する質問

50pt 50pt

ポイント数

企画財政課 石橋主事企画財政課 石橋主事

今回紹介した事業を
含め、対象事業は
43事業あります。
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黒岩之浩町長と黒岩之浩町長と
町イメージキャラクター「町イメージキャラクター「安安

あんたあんた

田田朗朗
ろうろう

」」

■安田町はこんなまちです■安田町はこんなまちです
　高知県安田町は、県東部に位置する町です。南は太平洋
に面し、三方は四国山脈から分岐する急峻な山々に囲まれ、
まちの中心部を南北に清流安田川が貫流しています。
　上流の中山間部では、ユズや自

じねん

然薯
じょ

などの栽培が盛んで、
下流の平野部では、野菜園芸発祥の地として古くから施設
園芸を中心に園芸が発展してきました。また、清らかな伏
流水を利用した醸造業のほか、安田川のアユは、「全国清流
めぐり利き鮎会」で 2度のグランプリを獲得するなど、味・
香りともに高評価を得ています。
■この記事に関する問い合わせ
安田町役場 総務課
〒 781-6421　高知県安芸郡安田町大字安田 1850
☎ 0887-38-6711　Ⓕ 0887-38-6780
soumu@town.kochi-yasuda.lg.jp 安田川の天然アユ安田川の天然アユ

高知県高知県
愛媛県愛媛県 徳島県徳島県

安田町安田町

「「高知県安芸郡安田高知県安芸郡安田町町
ちょうちょう

」を紹介します」を紹介します
唯一の唯一の
姉妹都

市！
姉妹都

市！
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住み慣れた地域で、住み慣れた地域で、
自分らしく暮らし続けるために自分らしく暮らし続けるために

　団塊の世代が 75 歳以上になる 2025 年まで、
あと7年。介護サービスの充実はもちろんですが、
それだけでは支えきれない高齢者の困りごとを、
隣近所やボランティアの人たちで支援する仕組み
づくりが求められています。
　そこで市では、平成 28年 8月、民間企業、農

業協同組合、ボランティア、社会福祉法人、民生
委員、自治会長等の代表で組織する「生活支援協
議体（以下「協議体」）」を 4地区に立ち上げ、地
域と協議体の調整役である「生活支援コーディ
ネーター」とともに活動しています。 
 

　地域支え合い市民フォーラムは、「地域の力は無
限大！みんなで一歩踏み出そう！」をテーマに開催
し、184人の参加がありました。
　オープニングは、高齢者の身近な困りごととその
解決策を題材とした劇「困りごと、思いやりで解
決！」を協議体メンバーが熱演。その後、自治会で
の助け合いの実践報告として、高橋義衛さん（中島
5）からは買い物支援について、横山馨太さん（六
野瀬）からは日頃の高齢者世帯の見守りや移動支援、
除雪などのボランティア活動について紹介があり
ました。ＮＰＯ法人ふれあい天童代表加藤由紀子氏
を講師に招き「助け合いとの～んびり茶の間」と題
し、助け合い活動を立ち上げるまでの経過や活動の
状況などについて講演が行われました。

  
   

　参加者からは、「健康で長生きするには社会参加
が必要だという講師の言葉が印象に残った」、「自ら
も一歩を踏み出そうと勇気が湧いてきた」など前向
きな感想が多数ありました。参加者が ‘一歩前に踏
み出そう！’ という気持ちになれた1日でした。  

　子どもからお年寄りまでが気軽に立ち寄れる居場
所として、「ふれあい広場やすだ」が開所しました。
旧介護センターあゆみ（福永字向野2027番地）を
会場として、ボランティア団体「ふれあいサポート
やすだ」のメンバー21人が運営。開設時間は、毎
週月曜の午前10時から午後3時までで、来年1月
からは毎週月曜・水曜の週2回に変更します。
　今後は、京ヶ瀬、水原、笹神の各地区でも開設す
る予定であり、地域による支え合い活動が市内全域
に広がっていくよう取り組みを進めます。
　「自分も何かお手伝いしたい」、「居場所に参加してみ
たい」、「どんなところか見てみたい」という人は、どな
たでも気軽に立ち寄ってください。お待ちしています。
　開所に先立って11月1日に行われた開所式には
地元自治会の皆さんやボランティアなど総勢55人
が参加しました。 

 

◎地域支え合い市民フォーラム（10月 13 日）

◎安田地区「ふれあい広場やすだ」（福永）が開所しました！（11月5日）

■この記事に関する問い合わせ　高齢福祉課地域包括支援センター　☎ 62-2510（内線 2135）
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い
ま
す
か
？

災
害
時
の
食
料
の
こ
と

考　

災
害
発
生
時
、
電
気
や
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
や
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

お
店
に
あ
る
商
品
が
無
く
な
る
場
合
に
備

え
て
、
家
庭
で
非
常
食
を
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
災
害
時
の
非
常
食
は
3

日
分
あ
れ
ば
十
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
規
模
な
地
震
な
ど
が
発
生
す
る
場

合
に
備
え
て
、「
1
週
間
分
」
の
備
蓄
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
週
間
と
い
う
と
、「
そ
ん
な
に
た
く

さ
ん
準
備
で
き
な
い
」
と
思
う
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
非
常
食
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず
、
普
段
の
食
事
で
使
う
も
の

を
含
め
れ
ば
、
1
週
間
分
の
備
蓄
は
で
き

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
重
要
な
の
が
「
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う
方
法
で
す
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
日
常
的

に
非
常
食
を
食
べ
て
、
食
べ
た
ら
買
い
足

し
、
常
に
新
し
い
非
常
食
を
備
蓄
す
る
方

法
で
す
。
こ
の
方
法
な
ら
、
無
理
な
く
非

常
食
を
備
蓄
で
き
る
ほ
か
、
普
段
食
べ
て

い
る
も
の
を
災
害
時
に
も
食
べ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
安
心
し
て
食
事
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課 

危
機
管
理
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
３
２
）

●
食
料
品

　

ご
飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）、缶
詰
、

　

レ
ト
ル
ト
食
品
、
乾
パ
ン
、
ビ
ス

　

ケ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

●
飲
料
水

　

1
人
1
日
2
〜
3
リ
ッ
ト
ル
が
目
安

ローリングストックのイメージ

備える

買い足す 食べる

1人当たり 3日分の食料品・飲料水の例1人当たり 3日分の食料品・飲料水の例

除雪に関する問い合わせ

道路道路の除雪作業除雪作業に
ご協力ご協力くださいください

◎ 除雪車が通った後の出入り
口の除雪は、各戸で行って
ください。

◎ 除雪作業中は危険ですから、
除雪車に近づかないでくだ
さい。

◎  14 時～ 15 時、16 時～ 17
時は消雪パイプが全域で停
止します。（故障ではありま
せん）

◎ 除雪作業ができなくなりま
すので、路上駐車はしない
でください（道路交通法第
76条第 3項違反）。

◎ 除雪作業により破損しやす
いものは、取り除くか、囲っ
て補強し、目印として竹ざ
おに赤布を付けてください。

◎ 敷地から道路上にはみだし
ている樹木の枝などは、除
雪作業の支障になため伐採
してください。竹が雪の重
みで道路にせり出すことが
ないようにしてください。

◎ 敷地内の雪を道路に出さな
いでください（新潟県道路
交通法施行細則第 13 条違
反）。道路上に雪を出すと、
交通の障害やスリップ事故
の原因となります。

◎ 道路と人家、車庫の出入り
口に設置してある乗り入れ
板等は、除雪作業時に重大
事故につながる恐れがある
ため撤去してください。

◎ 堆雪場所の確保にご協力く
ださい。

市道

官民境界線

※ 支障枝の処理を
お願いします

・国道 49 号…国土交通省 新潟国道事務所 水原維持出張所　☎ 62-3100
・国道 290 号・国道 460 号・県道…新発田地域振興局 地域整備部 維持管理課　☎ 0254-22-5114
・市道…建設課 維持管理係　☎ 62-2510（内線 2313 ～ 2315）

道路道路の除雪作業除雪作業に
ご協力ご協力ください
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●交通安全指導員として交通安全の推進に貢献
　加藤昇さん（学校町、通算36年3か月在任・退任）
●民生委員・児童委員として社会福祉の向上に貢献
　佐久間榮一さん（駒林、通算13年11か月在任・現任）
　若月奉生さん（若葉町、通算12年6か月在任・現任）
　石井賢一さん（京ヶ島、通算12年4か月在任・現任）
●青少年育成センター指導員として青少年の健全
　育成に貢献
　小野里定男さん（六野瀬、通算12年7か月在任・現任）
　菅井喜瀨子さん（若葉町、通算13年10か月在任・退任）
●文化財保護審議会委員として教育・文化の向上に貢献
　關川央さん（金田町、通算22年2か月在任・現任）
●文化財保護審議会委員、吉田東伍記念博物館協
　議会委員として教育・文化の向上に貢献

　石山昭而さん（保田、文化財：通算 33年在任、
　博物館：通算 12年 9か月在任・退任）
　杉本恵子さん（山口町 1、文化財：通算 18年
　2か月在任、博物館：通算 6年在任・現任）
●吉田東伍記念博物館協議会委員として教育・文
　化の向上に貢献
　長谷川明一さん（籠田、通算15年5か月在任・現任）
●消防団（幹部）として消防防災活動に貢献
　脇坂稔さん（緑町、通算 20年 7か月在任・退任）
　熊倉辰夫さん（草水、通算28年7か月在任・退任）
　佐藤賢太郎さん（天神堂、通算31年9か月在任・退任）
　寺久保洋一さん（保田、通算35年3か月在任・退任）
●歌の指導者として市民の生きがい創出や健康づくりに貢献
　明間隆雄さん（寺社、通算11年2か月指導・現任）

前列左から、小野里さん、長谷川さん、石山さん、（帆苅県議会議員）、（田中市長）、（風間市議会議長）、若月さん、前列左から、小野里さん、長谷川さん、石山さん、（帆苅県議会議員）、（田中市長）、（風間市議会議長）、若月さん、
(小嶋農業委員会長）、脇坂さん。2列目左から、熊倉さん、佐久間さん、明間さん、石井さん、加藤さん、(小嶋農業委員会長）、脇坂さん。2列目左から、熊倉さん、佐久間さん、明間さん、石井さん、加藤さん、
佐藤さん、杉本さん、（渡邉教育長職務代理）。3列目左から、（佐藤消防団長）、（徳永選挙管理委員長）、（岡佐藤さん、杉本さん、（渡邉教育長職務代理）。3列目左から、（佐藤消防団長）、（徳永選挙管理委員長）、（岡
阿賀野警察署長）、寺久保さん、關川さん、（岩村教育長）　※菅井さんは欠席阿賀野警察署長）、寺久保さん、關川さん、（岩村教育長）　※菅井さんは欠席。（  ）。（  ）内は来賓内は来賓・・主催者主催者

　

11
月
3
日
、
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
皆
さ
ん
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　市は、平成 30年度中に 100 歳（大正７年４月
１日～大正8年3月31日生まれ）となる皆さんに、
敬意と祝福を込めて祝状・記念品を贈りました。
　9月 13日、田中市長や米山民生部長が自宅や施

設を訪問し、直接お祝いの言葉を述べました。
　大塚正新潟県新発田地域振興局長からは、内閣
総理大臣と新潟県知事の祝状・記念品が併せて贈
られました。

新規百歳者の皆さん新規百歳者の皆さん　　※承諾者のみ掲載

木村　ヨイさん（コスモスの里）　小林　光江さん（あがの八雲苑）
加藤　　淑さん（保　田）　伊藤ミサヲさん（かがやき苑）
小田　キヱさん（六野瀬）　五十嵐キソさん（あがの八雲苑）
岩川　美芳さん（山　崎）　羽田　下枝さん（いらかの丘）
佐藤シゲリさん（籠　田）　廣田　リサさん（保　田）
波多野フミさん（あがの八雲苑）　堀　　トキさん（小栗山）
佐藤キヨミさん（保　田）　山口スズヨさん（寺　社）
白井ハルイさん（駒　林）　

前列中央が佐藤シゲリさん前列中央が佐藤シゲリさん

新規百歳者表敬訪問新規百歳者表敬訪問

地
域
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
建
設
業
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

平
成
平
成
3030
年
度
年
度

優
良
工
事
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式

優
良
工
事
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式

優
良
工
事
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式

優
良
工
事
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式

　

10
月
30
日
、
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
で
「
平
成
30
年
度
優
良
工

事
・
優
秀
技
術
者
表
彰
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
負
金
額
５
０
０
万
円
以
上

で
、
特
に
成
績
が
優
秀
な
工
事
を

対
象
に
表
彰
す
る
も
の
で
、
市
か

ら
は
昨
年
度
発
注
し
た
工
事
の
う

ち
、
施
工
企
業
5
社
と
技
術
者
5

人
に
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

市
建
設
業
協
会
か
ら
は
会
長

賞
と
し
て
、
優
秀
技
術
者
に
副

賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◎優良工事・優秀技術者
優良工事 工事場所 施工企業 評点 優秀技術者

笹神笹岡 64号管渠工事 塚田 小菅建設興業（株） 87 鷲澤　　聡
笹神笹岡 62-1 号管渠工事 塚田 （株）坂詰組 87 丸山　　哲
野地城中潟線改良その 3工事 野地城 （株）北友建設 86 遠藤　陽介
市野山 81号管渠工事 堀越 （株）帆苅組 86 亀村　　潤
管路耐震化事業　配水管布設替
工事　北新町・新光町線その 1 北本町 （株）上松設備 84 片桐　　泰

◎
最
優
秀
賞

氏
名

学
校
名

学
年

お
題

田
中　

優
雨
京
ヶ
瀬
小
学
校

5
忠
孝
節
義

伊
藤　

花
梨
堀
越
小
学
校

6

越
後
府

◎
文
化
協
会
賞

田
村　

千
尋
京
ヶ
瀬
小
学
校

5

水
原
県

山
田　

悠
莉
水
原
小
学
校

5

越
後
府

池
上　
　

椿
水
原
小
学
校

5

天
朝
山

佐
藤　
　

豪
安
野
小
学
校

5
忠
孝
節
義

浅
間
ひ
な
た
安
田
小
学
校

6

水
原
県

齋
藤　

里
帆
分
田
小
学
校

6

越
後
府

中
澤　

心
春
堀
越
小
学
校

6
忠
孝
節
義

金
子　

世
奈
水
原
小
学
校

6

天
朝
山

◎
奨
励
賞

柳
澤　

心
夏
水
原
小
学
校

5

越
後
府

渡
邊　

希
乃
水
原
小
学
校

5

水
原
県

長
谷
川
歩
美
安
野
小
学
校

5

越
後
府

小
嶋　

陸
斗
安
田
小
学
校

6
忠
孝
節
義

山
田　

美
幸
京
ヶ
瀬
小
学
校

6

天
朝
山

星
野　

愛
梨
水
原
小
学
校

6

越
後
府

伊
藤　

桜
咲
笹
岡
小
学
校

6

天
朝
山

　10 月 27 日、水原公民館で「越後府開府 150
年記念事業習字コンクール表彰式」が開催され、
応募者 335 人の中から選ばれた 17人の児童に対
し、賞状と副賞が贈呈されました。
　当日は各小学校長や市書道展実行委員、文化協会

役員など約40人が出席し、受賞者を祝福しました。
　最優秀賞に輝いた伊藤花梨さん（堀越小6年）は、
「いつもより時間を増やして何回も書き直しまし
た。表彰されてうれしい」としっかりとした口調
で話してくれました。

阿
賀
野
市
功
労
者
表
彰
式

阿
賀
野
市
功
労
者
表
彰
式

阿
賀
野
市
功
労
者
表
彰
式

阿
賀
野
市
功
労
者
表
彰
式

阿
賀
野
市
功
労
者
表
彰
式

越
後
府
開
府
１
５
０
年
記
念

越
後
府
開
府
１
５
０
年
記
念

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

越
後
府
開
府
１
５
０
年
記
念

越
後
府
開
府
１
５
０
年
記
念

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

越
後
府
開
府
１
５
０
年
記
念

習
字
コ
ン
ク
ー
ル



13 平成 30 年 12 月号 12平成 30 年 12 月号

　11月 1日～ 4日、東京都品川区立総合区民会
館きゅりあんで「平成 30年度民謡舞踊全国大会」
が開催されました。2日に行われた表彰式で、日
本民謡協会公認尺八教授の伊藤宝源さん（寺社）
が、民謡の研究や協会の運営・発展への貢献を
認められ、民謡貢献賞を受賞しました。

民
謡
舞
踊
全
国
大
会

●
伊
藤
宝
源
さ
ん

表彰

　10 月 26 日、長岡市で開催された「第 32 回
新潟県ホルスタイン共進会」において、㈱神田
酪農の神田豊広さん（六野瀬）が出品したホル
スタインが、体型や資質、能力等を高く評価され、
経産牛（出産を経験した牛）２産以上の部で最
高位賞を受賞しました。

新
潟
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

●
神
田
豊
広
さ
ん

委嘱

　10月15日、新潟ユニオンプラザで開催された「新
潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会
2018」で、山口家嗣さん（山崎）が公益財団法人新潟
県防犯協会理事長・新潟県警察本部長連名の功労者
表彰を受賞しました。長年の地域の安全活動に尽力し、
安全で安心なまちづくりへの貢献が認められました。

防
犯
功
労
者
表
彰

●
山
口
家
嗣
さ
ん

　10月11日、市役所玄関前で全国地域安全運動
市内防犯パトロール出発式に先立ち、防犯功労者表
彰の伝達式が行われました。岡由章警察署長から長
谷川博さん（小河原）、駒林五郎巻防犯の会（会長 
齋藤由春さん）に、関東管区警察局長・関東防犯協
会連絡協議会長連名の表彰状が手渡されました。

防
犯
功
労
者
表
彰

●
長
谷
川
博
さ
ん
・

駒
林
五
郎
巻
防
犯
の
会

寄付

　11月 8日、新潟県建設技術センターの金子博
理事長が市役所を訪問し、子どもたちの健やか
な育成に役立ててほしいと、レゴブロックを寄
付されました。
　8月 24 日には同センターの協力により、小学
生の親子を対象にコンクリート素材を使った「も
のづくり体験学習教室」が開催されました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
新
潟
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー左から、金子理事長、田中市長左から、金子理事長、田中市長

　10月1日付けで、法務大臣から山口康雄さん（寺
社）が人権擁護委員に再委嘱されました。
　人権擁護委員は地域の中で人権思想を広め、嫌が
らせ、名誉・信用の侵害、いじめ、親族間のもめごと
などの相談に応じるなど、住民の人権が侵害されない
よう、無償で人権擁護活動をしています。
　現在、市では８人の人権擁護委員が委嘱されています。

人
権
擁
護
委
員

●
10
月
1
日
付
け
で
委
嘱

左から、齋藤さん、長谷川さん左から、齋藤さん、長谷川さん

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　重西さんは、平成 11 年 4月に法務大臣から
人権擁護委員に委嘱されて以来、現在に至るま
で 19 年以上の長きにわたり活動を続けられて
います。
　現在、新潟県人権擁護委員連合会理事を務め
るほか、ボランティアとして人権相談や人権思
想を広める活動を行うなど、人権擁護活動に尽
力されています。

重
おも

西
にし

 篤
あつ

子
こ

さん（保田）

藍綬褒章藍綬褒章

平成 30 年秋の褒章
（11月 3日）

人権擁護功労

旭日双光章旭日双光章

平成 30 年秋の叙勲
（11月 3日）

地方自治功労

池
い け だ

田 強
つよし

さん（法柳新田）

　池田さんは、平成 7年 5月から京ヶ瀬村議会
議員として、平成 16 年 4月からは阿賀野市議
会議員として、17 年 6 か月の長きにわたり務
められました。
　この間、京ヶ瀬村議会運営委員会副委員長や
阿賀野市議会総務常任委員会委員長、市議会だ
より編集特別委員会副委員長などの要職を歴
任。村政および市政の伸展に尽力されました。

瑞宝単光章瑞宝単光章

第31回危険業務従事者叙勲
（11 月 3日）

防衛功労

加
か と う

藤 裕
ひろ

行
ゆき

さん（寺社）

　加藤さんは、昭和 52 年 3月、陸上自衛隊武
山駐屯地（神奈川県横須賀市）に入隊後、宇都
宮駐屯地（栃木県宇都宮市）、朝霞駐屯地（東
京都練馬区）などに所属。平成 23 年 5月、新
発田駐屯地勤務を最後に定年退職されました。
　この間、主に自衛隊で使用する物資の調達・
保管などを行う補給業務に従事し、国民生活や
国土の防衛に尽力されました。

瑞宝双光章瑞宝双光章

高齢者叙勲
（10月 1日）

地方自治功労

　小林さんは、昭和 24 年 4月、新潟県に入庁。土木部河港課に配
属され、その後は直江津港湾事務所、土木部港湾課などに勤務。糸
魚川土木事務所長などを経て、昭和 61 年 3月、土木部企画検査課
長を最後に退職されました。
　この間、ダムの建設や港湾開発など、主にインフラ整備関連の職
務に従事し、安全安心な県民生活の向上に
尽力されました。

　稲垣さんは、昭和 28年 4月、新潟県公立学校
教員に任命され、県立津川高等学校を初任地に、
県立新津高等学校両川分校、県立水原高等学校安
田分校、県立安田高等学校などに勤務。県立高田
南城高等学校通信制課程教頭を経て、平成 3年 3
月、県立津川高等学校長を最後に退職されました。
　この間、情熱を持って生徒の指導に当たり、
新潟県教育の充実・発展に尽力されました。

高齢者叙勲
（11月 1日）

教育功労

瑞宝小綬章瑞宝小綬章

稲
いな

垣
がき

 延
の ぶ お

雄さん（小松）

小
こばやし

林 章
しょう

英
えい

さん（箸木免）



15 14平成 30 年 12 月号 平成 30 年 12 月号

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

① 
に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
12
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お

も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス

タ
ー
）

② 

カ
メ
ラ
で
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト
教
室

日
12
月
26
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
荒
木

亜
紀
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ラ
ピ
ス

ト
協
会
認
定
講
師
）　

定
6
組　

※
初
参
加
の
人
優
先　

持
カ
メ

ラ
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

筆
記
用
具

③ 

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
マ
ヨ
ガ

日
12
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ベ

ビ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

Ａ
ｋ
ｅ
ｍ
ｉ（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ビ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
講
師
）　

定
10
組　

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き

や
す
い
服
装　

対
首
が
座
っ
た

頃
（
約
3
か
月
）
〜
歩
く
前
（
約

1
歳
未
満
）
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母

親④ 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

日
12
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク

ラ
ブ
指
導
員
）

⑤ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
ア

ラ
サ
ー
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）

日
12
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」

◎ 

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１
（
申
し
込
み
は
②
・

③
の
み
）

◎
親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
12
月
12
日
（
水
）、23
日
（
日
・

祝
）
午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講

ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

あ
が
の
市
民
病
院

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
12
月
20
日
（
木
）
午
後
5
時

〜
5
時
40
分　

場
あ
が
の
市
民

病
院
2
階
「
ラ
ウ
ン
ジ
」　

出
演

＝
鈴
木
基
子
氏
、
女
声
コ
ー
ラ

ス
向
日
葵
、
職
員
コ
ー
ラ
ス
虹

問
あ
が
の
市
民
病
院 

総
務
課

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎
歌
と
踊
り
の
発
表
会

日
12
月
9
日
（
日
）
正
午
〜

出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲

間
た
ち

◎ 

太
田
由
紀
と
歌
の
カ
ラ
オ
ケ

仲
間
発
表
会

日
12
月
16
日
（
日
）
正
午
〜　

出
演
＝
泉
の
会

◎
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
12
月
23
日
（
日
・
祝
）
正
午
〜

出
演
＝
園
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ

か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

内

そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥

１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原
ふ

る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎

63
‐
１
７
２
２

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

第
15
回
ふ
る
さ
と
子
ど
も
絵
画

展
「
優
秀
作
品
特
別
展
覧
会
」

日
11
月
30
日
（
金
）
〜
12
月
9

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）　

内
金
賞
以
上
の
作
品
を

展
示　

問
水
原
公
民
館

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
12
月
16
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　

場

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料

館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人　

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
・
唱
歌
・
童
謡

年
末
カ
ラ
オ
ケ
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

好
き
な
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
①
12
月
16
日
（
日
）、
②
23

日
（
日
・
祝
）
各
午
後
2
時

〜
4
時　

場
①
ふ
れ
あ
い
会

館
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」、
②
水

原
公
民
館
1
階
「
大
講
堂
」　

主
催
＝
歌
声
サ
ー
ク
ル　

問
小

林　

☎
０
９
０
‐
９
６
７
４
‐

７
７
３
１

こ
だ
ま
3

お
や
こ
ミ
ニ
門
松
と

切
り
紙
作
り

　
日
12
月
15
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時　

場
五
頭
連

峰
少
年
自
然
の
家　

内
ミ
ニ
門

松
作
り
と
切
り
紙
作
り
（
お
昼

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
）　

対
市
内
小
学

1
〜
3
年
生
の
親
子　

定
30
組

￥
５
０
０
円　

持
昼
食
（
お
に

ぎ
り
等
）、
お
わ
ん
、
は
し
、
軍

手
、
３
５
０
ml
の
空
き
缶　

申

各
地
区
公
民
館　

申
込
期
間
＝

12
月
3
日
（
月
）
〜
7
日
（
金
）

問
生
涯
学
習
課

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

安
心
で
豊
か
な
生
活
を

農
業
者
年
金
の
お
知
ら
せ

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が

よ
り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ

し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

◎
農
業
者
年
金
6
つ
の
特
徴

①
農
業
従
事
者
が
加
入
で
き
る

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。

②
保
険
料
は
自
由
に
選
択
可
能

　

月
額
2
万
円
〜
6
万
7
千
円

ま
で
選
択
で
き
ま
す
。
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、
い
つ
で

も
変
更
で
き
ま
す
。

③
税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。（
支
払
っ
た
保

険
料
の
15
〜
30
％
程
度
が
節
税
）

④
積
立
方
式
で
安
心
の
財
政
運
営

　

年
金
額
は
加
入
者
・
受
給
者

数
に
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑤
終
身
年
金

　

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑥
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
人
な
ど
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◎
農
業
者
年
金
相
談
窓
口

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者

年
金
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
12
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時　

場
・
問
農
業
委
員
会
事
務
局

知
っ
て
得
す
る
！

家
づ
く
り
税
セ
ミ
ナ
ー

　

住
宅
の
新
築
や
増
改
築
を
済

ま
せ
た
人
、
計
画
し
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
金
の
減
額
や
補
助
制
度
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

日
12
月
13
日
（
木
）
午
後
７
時

〜
８
時
15
分　

場
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
2
階
「
研
修
室
」　

内
固

定
資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
耐
震
診
断
・

耐
震
設
計
・
耐
震
改
修
費
の
一

部
補
助
制
度
な
ど　

主
催
＝
市

租
税
教
育
推
進
協
議
会　

問
税

務
課
（
内
線
２
６
６
０
）
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電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System
パ
ス
ポ
ー
ト

年
内
の
申
請
は
お
早
め
に

　

年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け

取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
賀
野
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
人
は
、
市
役
所
で
の
申
請

に
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
＝
市
役
所
1
階
市
民

生
活
課
（
支
所
で
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
）

◎
受
付
時
間

申
請
・
受
け
取
り
＝
月
曜
〜
金

曜
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時　

受
け
取
り
の
み
＝
夜
間
役

所
…
第
1
・
第
3
水
曜
、
午
後

5
時
15
分
〜
7
時
、
年
末
役
所

…
12
月
29
日
（
土
）
午
前
8
時

30
分
〜
正
午　

受
け
取
り
ま
で

の
日
数
＝
申
請
日
か
ら
約
8
日

（
日
数
は
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）　

※
年
内
に

受
け
取
る
た
め
に
は
、
12
月
18

日
（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。　

問
市
民
生
活
課 

市

民
係
（
内
線
２
１
０
3
）

確
定
申
告
に
便
利
で
す

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
31
年
1
月
か
ら
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
、
①
Ｉ
Ｄ
（
利
用

者
識
別
番
号
）、
②
パ
ス
ワ
ー
ド

（
暗
証
番
号
）
を
入
力
す
れ
ば
、

自
宅
で
確
定
申
告
書
等
が
作
成

で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
新
発
田
税
務

署
で
職
員
に
よ
る
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
利
用
し
た
い
人
は
、

12
月
中
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
者
本
人
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

問
新
発
田
税
務
署　

☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
６
１

無
料
で
作
れ
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
顔

写
真
付
き
の
た
め
、
1
枚
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と

本
人
の
確
認
が
で
き
る
便
利
な

カ
ー
ド
で
す
。

申
申
請
者
本
人
が
必
要
書
類
を

持
参
し
、
市
役
所
1
階
市
民
生

活
課
窓
口
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
添
付
す
る
顔
写
真
は

無
料
で
撮
影
し
ま
す
。　

※
各

支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子

証
明
書
発
行
申
請
書
（
な
い
場

合
は
窓
口
で
発
行
し
ま
す
）、
通

知
カ
ー
ド
、本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

2
点
）、
印
鑑　

他
申
請
後
、
約

3
週
間
で
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線

２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education
フ
リ
ー
ル
ー
ム
を

貸
し
出
し
ま
す

　

子
育
て
中
の
グ
ル
ー
プ
が
交

流
会
や
お
茶
会
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
内
容
＝
洋
室
76
㎡
（
机
・

椅
子
・
畳
の
貸
し
出
し
可
）　

利

用
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
（
1
時
間
単
位
）　

休
館
日
＝

月
曜
、火
曜
、8
月
12
日
〜
16
日
、

12
月
29
日
〜
1
月
5
日　

申
あ

が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

こ
に
こ
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
利
用

日
の
1
か
月
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。　

問
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62

‐
５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時

〜
正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所
（
21

ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら
の
日

時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

場
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊
娠
届
出

書
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類　

問
健
康
推
進
課 

子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
12
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜　

※
毎
月
第
2
日
曜

場
・
問
水
原
中
学
校
市
民
図
書

室　

☎
47
‐
８
０
６
８

FM 76.1MHz 　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

平
成
31
年
度
市
立
児
童

ク
ラ
ブ
入
会
受
付
開
始

受
付
期
間
＝
12
月
1
日
（
土
）

〜
14
日
（
金
）　

対
就
労
な
ど
の

理
由
で
、
放
課
後
、
家
に
帰
っ

て
も
保
育
す
る
人
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
（
原
則
小
学
１
〜
6

年
生
）　

申
し
込
み
時
に
必
要
な

も
の
＝
印
鑑
、
児
童
ク
ラ
ブ
入

会
申
込
書
、
就
労
証
明
書
（
い

ず
れ
の
様
式
も
や
す
だ
児
童
ク

ラ
ブ
、
コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
、

社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

◎
基
本
開
設
時
間

月
曜
〜
金
曜
＝
下
校
時
〜
午
後

6
時　

土
曜
・
学
校
の
長
期
休

業
等
＝
午
前
8
時
〜
午
後
６
時

◎
延
長
開
設
時
間

全
開
設
日
＝
午
後
６
時
〜
７
時

土
曜
・
学
校
の
長
期
休
業
等
＝

午
前
7
時
30
分
〜
8
時

￥
月
額
６
千
円
（
通
常
利
用
料
）

延
長
利
用
料
＝
30
分
に
つ
き

１
０
０
円　

お
や
つ
代
＝
月
額

千
円　

保
険
料
＝
年
額
8
０
０

円　

他
市
の
入
会
基
準
に
よ
り

審
査
し
、
入
会
者
を
決
定
し
ま

す
。
定
員
の
関
係
上
、
入
会
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
か
ら
京
ヶ
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
に
統

合
し
、
市
で
運
営
し
ま
す
。

問
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ　

☎
68
‐

１
１
０
４
、
コ
ス
モ
ス
児
童
ク

ラ
ブ　

☎
67
‐
３
１
７
２
、
社

会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
１
５
１
、２
１
５
２
）

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

クラブ名 募集人数 受付場所

やすだ児童クラブ
（保田 4807‐1
安田公民館 3階）

40人
やすだ児童クラブ・
社会福祉課 児童福祉係

コスモス児童クラブ
（姥ヶ橋1104）

70 人
コスモス児童クラブ・
京ヶ瀬児童クラブ・
社会福祉課 児童福祉係

平成 31 年度私立児童クラブ入会募集

　平成 31年 4月からの入会児童を募集します。就労などの理由で、放課後、家に帰っても保育する人
がいない家庭の児童が対象です。各施設で入会を受け付けますので、希望者は問い合わせてください。
　※申込書は各施設にあります。

クラブ名 受付期限 対象児童 募集人数 持参するもの 問い合わせ

ひまわり笑楽館
（学校町 6‐5）

随時

小学 1～ 6年生

35人 印鑑 62‐2245

おとぎのくに児童クラブ
（金田町 9‐81）

2月 28日（木） 50人
印鑑、保険料
（800 円／年）

62‐6363

たちばな学童クラブ
（中央町 1‐3‐1）

12月 14日（金）

40人

印鑑
62‐2391

63‐8962（夜間）

安野学童クラブ
（南安野町 7‐66）

12月 14日（金） 印鑑 62‐3327

風の子児童クラブ
（寺社 2009）

1月末

60人

保険料（800
円／年）

090‐2244‐2594

すぎの子クラブ
（岡山町 1140‐2）

12月 14日（金） 印鑑
62‐7425
62‐1551

すみれ児童クラブ
（山崎 260‐1）

随時
笹岡小学校の
小学 1～ 6年生

若干名 印鑑
62‐3793
63‐1173
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education
子
育
て
に
役
立
つ
！

ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

　

子
育
て
の
中
で
つ
い
言
い
す

ぎ
た
り
、
物
に
当
た
っ
た
り
し

て
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

怒
り
の
感
情
に
つ
い
て
、
ア

ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
楽
し
く
お
伝
え
し

ま
す
。

日
12
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
フ

リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
波
多
野
儀

弘
氏
（
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
公
認
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）　

定
20
人 

先
着　

保
育

ル
ー
ム
＝
5
人 

先
着
（
事
前
予

約
）　

持
筆
記
用
具　

問
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
①
12
月
3
日
（
月
）、
②
12
月

17
日
（
月
）　

※
両
日
と
も
午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

内

①
「
お
は
な
し
会
」
※
共
通
メ

ニ
ュ
ー
、
②
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

※
月
別
メ
ニ
ュ
ー　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者　

持
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お

む
つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み

物
が
必
要
な
人
は
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。（
お
や
つ
は
持
参

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）　

問
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

救
急
診
療
所
か
ら
の
お
願
い

ち
ょ
っ
と
考
え
て

地
域
の
救
急
医
療

　

新
発
田
地
区
救
急
診
療
所
は
、

夜
間
や
休
日
に
診
療
が
必
要
な

人
の
た
め
に
、
県
立
新
発
田
病

院
と
連
携
し
、
初
期
救
急
医
療

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

新
発
田
病
院
の
救
急
外
来
で

は
、
軽
症
の
人
の
受
診
増
加
に

よ
り
、
重
症
患
者
へ
の
医
療
体

制
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
診
療
所
と
病
院

の
役
割
を
理
解
し
、「
適
切
な
受

診
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
の
ポ
イ
ン
ト

・・  

急
な
発
熱
や
腹
痛
、
体
調
不

良
な
ど
比
較
的
症
状
の
軽
い
人

は
診
療
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

・・  

紹
介
状
目
的
の
安
易
な
受
診

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。医
師
が
、

症
状
に
応
じ
必
要
と
判
断
し
た

と
き
に
交
付
し
ま
す
。

問
新
発
田
地
区
救
急
診
療
所･

休
日
救
急
歯
科
診
療
所
（
県
立

新
発
田
病
院
前
）　

☎
０
２
５
４

‐
23
‐
８
３
５
０
、
中
条
地
区

休
日
診
療
所
（
ほ
っ
と
・
Ｈ
Ｏ

Ｔ
中
条
内
）　

☎
０
２
５
４
‐
44

‐
８
６
２
１　

※
受
付
時
間
な

ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・・  

入
院
治
療
や
高
度
医
療
が
必

要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
県
立

新
発
田
病
院
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
救
急
医
療
電
話
相
談
（
大

人
）　

☎ 

０
２
５
‐
２
８
４

‐
７
１
１
９
、
小
児
救
急
医

療
電
話
相
談
（
子
ど
も
）　

☎ 

０
２
５
‐
２
８
８
‐
２
５
２
５

※
ど
ち
ら
も
午
後
7
時
〜
午
前

8
時

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」、「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」、「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集

ま
り
、安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り

合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
12
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
の
時
間
帯
で
都
合
の
付

く
と
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。　

※
開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2

日
曜
の
午
前
10
時
〜
正
午
、
奇

数
月
が
第
2
金
曜
の
午
後
7
時

〜
9
時
で
す
。
1
月
は
お
休

み
し
ま
す
。　

場
天
朝
山
文
化

交
流
の
家　

￥
１
０
０
円
（
茶

菓
代
）　

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の 

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

ス
ポ
ー
ツ

第
15
回
市
民
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
１
月
１
日
（
火
・
祝
）
午
前

9
時
ス
タ
ー
ト
（
午
前
8
時
〜

受
付
）　

場
水
原
総
合
体
育
館

（
受
付
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
＝
１
・
２
km
コ
ー
ス
、
３
・

０
km
コ
ー
ス　

申
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
笹
神
支

所
2
階
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各

体
育
館
（
京
ヶ
瀬
地
区
は
京
ヶ

瀬
支
所
ス
ポ
ー
ツ
係
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。　

※
申
込
用

紙
は
、
生
涯
学
習
課
、
各
体
育

館
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
申
込
期
限
＝
12
月
14
日

（
金
）　

問
生
涯
学
習
課 

市
民
ス

ポ
ー
ツ
係

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

日
12
月
3
日
（
月
）、10
日
（
月
）、

17
日
（
月
）、
20
日
（
木
）、
29

日
（
土
）、30
日
（
日
）、31
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
12
月
7
日
（
金
）、
14
日
（
金
）、

20
日
（
木
）、21
日
（
金
）、28
日
（
金
）、

29
日
（
土
）、30
日
（
日
）、31
日
（
月
）

問
市
立
図
書
館

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
12
月
1
日
（
土
）

〜
7
日
（
金
）、
10
日
（
月
）
〜

15
日
（
土
）
午
前
8
時
〜
午
後

5
時　

空
砲
訓
練
＝
12
月
3
日

（
月
）
〜
7
日
（
金
）、17
日
（
月
）

〜
21
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午

後
5
時　

爆
破
訓
練
＝
12
月
11

日
（
火
）
〜
15
日
（
土
）
午
前

8
時
〜
午
後
5
時

※ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

農
業
簿
記
基
礎
講
座

　

複
式
簿
記
の
基
礎
講
座
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

場
新
発
田
地
域
振
興
局
「
会
議

室
」　

対
新
規
就
農
者
、
複
式
簿

記
の
習
得
を
希
望
す
る
農
業
者

　

申
農
林
課 

農
林
企
画
係
（
内
線

２
６
７
５
）　

申
込
期
限
＝
12
月

19
日
（
水
）　

問
新
発
田
地
域
振

興
局 

農
業
振
興
部 

農
業
企
画
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
４
７

観
光
関
連
施
設
等
を

冬
期
間
閉
鎖
し
ま
す

◎
対
象
施
設
・
閉
鎖
期
間

①  

奥
村
杉
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
、

ど
ん
ぐ
り
の
森
給
水
施
設
＝
12

月
7
日
（
金
）
〜
4
月
上
旬

②  

や
ま
び
こ
通
り
＝
12
月
7
日

（
金
）
〜
4
月
中
旬

③  

小
島
観
光
駐
車
場
ト
イ
レ
＝
12

月
7
日
（
金
）
〜
3
月
中
旬

問
商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線

２
３
５
１
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

日
12
月
13
日
（
木
）、
1
月
10

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
（
毎
月
第
2
木
曜
）　

場
福
祉

会
館
1
階
「
遊
戯
室
」　

対
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人　

内
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
紹
介
・
内

容
説
明　

問
（
公
社
）
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐

１
３
６
５

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

12
月
11
日
（
火
）
か
ら
20
日

（
木
）
ま
で
の
10
日
間
、
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

〜
冬
の
道　

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
で

減
ら
す
事
故
〜

◎
運
動
の
重
点

・・  

飲
酒
運
転
の
根
絶

・・  

横
断
歩
行
者
の
保
護

・・  

冬
道
の
安
全
走
行

　

年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
、
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し

な
い
、
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ

せ
な
い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
が
早
く
、
降
雪
な
ど

に
よ
り
路
面
も
視
界
も
悪
く
な

る
時
期
で
す
。
速
度
を
抑
え
、

常
に
周
囲
の
状
況
に
気
を
配
っ

て
、安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

問
総
務
課 

庶
務
係
（
内
線

２
２
７
２
）

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

（広 告）

開催日 時間 主な内容

第 1回 1月16日（水）

午後1時30分～3時30分

1. 複式簿記の意義と流れについて
2. 日常の仕訳について①
3. 収入保険制度について

第 2回 1月23日（水）
1. 日常の仕訳について②
2. 減価償却について

第 3回 1月30日（水）
1. 日常の仕訳について③
2. 棚卸、決算について

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・迎車料金 無料  ・基本他料金有り

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦

サンポウ福祉タクシー

☎ 070-4128-1234　
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く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
我
が
家
は
大
丈
夫
？

リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
の
電
気

ス
ト
ー
ブ
で
火
災
発
生
！

　

平
成
30
年
１
月
、
製
品
の
欠

陥
に
よ
り
リ
コ
ー
ル
対
象
と

な
っ
て
い
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
に

よ
り
、
製
品
と
周
辺
を
焼
損
す

る
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
同

型
の
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火

災
は
、
平
成
28
年
度
に
６
件
、

平
成
29
年
度
に
７
件
発
生
し
、

う
ち
１
件
は
新
潟
県
内
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
製
品
を
使
用
し
て
い

る
人
は
、
た
だ
ち
に
使
用
を
中

止
し
、
左
記
に
連
絡
し
て
点
検
・

修
理
（
無
償
）
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
ユ
ア
サ
プ
ラ
イ
ム
ス
株
式

会
社 

修
理
回
収
窓
口　

☎

０
１
２
０
‐
８
０
１
‐
７
９
８

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
、

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
除
く
）　

対

象
製
品
＝
同
社
が
輸
入
し
た
電

気
ス
ト
ー
ブ　

型
番
＝
Ｙ
Ａ
‐

Ｃ
９
４
５
Ｓ
Ｒ
、
Ｋ
Ｙ
Ａ
‐
Ｃ

９
１
５
Ｒ
、
Ｙ
Ａ
‐
Ｃ
９
０
０
Ｓ

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
室
相

談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.caa.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内

線
２
１
０
４
）、
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
災
に
注
意
！

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

ス
ト
ー
ブ
火
災
は
、
大
き
な

被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
次
の
事
項
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・・  

給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
火

が
消
え
て
い
る
か
を
確
認
す

る
。

・・  

給
油
後
、
給
油
タ
ン
ク
の
ふ

た
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認
す

る
。

・・  

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
の
周
り
に
は
燃
え

や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

・・  

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
。

※
火
災
に
備
え
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
定
期

的
に
作
動
点
検
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
消
防
本
部 

予
防
課

第
70
回
人
権
週
間

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12

月
10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、
毎
年
12
月
10
日
は
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
4
日
〜
10

日
を
人
権
週
間
と
定
め
、
全
国
で

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

人
権
は
全
て
の
人
に
平
等
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
相
手
の
立
場
を
考
え
、
豊
か

な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

問
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
０
４
）

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題

　

12
月
10
日
（
月
）
〜
16
日
（
日
）

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す
。

　

我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課

題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を

は
じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
総
務
課 

庶
務
係
（
内
線

２
２
４
１
）

（広 告）

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

新潟県交通災害共済新潟県交通災害共済
　交通災害共済に加入している人が、交通事故に
遭い、けがをした場合、7 日以上の入院通院で見舞金
が支払われます。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算
して「1 年以内」です。
　事故に遭った場合は、早めの手続きをお願いします。

阿賀野市 総務課 庶務係

☎ 0250‐６２‐２５１０（内線 2271）

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。♥地産地消　阿賀野の恵み　米・大豆・牛乳・野菜食育メッセージ

夜
間
役
所

日
12
月
5
日
（
水
）、19
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。　

内
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
記
載
事
項
変
更
・
交
付
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。
パ
ス

ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線

２
１
０
１
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

日
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以

外
は
要
予
約
）　

※
相
談
日
以

外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま

す
。　

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

申
・
問
健
康
推
進
課　

☎
61
‐

２
４
７
４

高
齢
者
相
談
窓
口

◎
一
般
相
談

日
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

◎
専
門
相
談

日
12
月
3
日
（
月
）、10
日
（
月
）、

17
日
（
月
）、
25
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時　

内
法
律
相

談　

場
・
申
・
問
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟

市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎行政相談
　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の仕事、
国が県や市町村に委ねている仕事について、市民から苦
情を聞き、「住民と行政との橋渡し」的存在として、問題
の解決に努めます。
日 12 月 10 日（月）午前 10時～正午　場市役所 1階「相
談室」
◎弁護士による「法律相談」
日原則、毎月第1・3水曜午後1時 30分～ 4時 30分（1
人30分）　場市役所 1階「相談室」
※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡

をお願いします。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎050‐3383‐5420　午前9時～午後5時
②新潟県弁護士会   ☎025‐222‐5533　午前10時～午後4時
申・問市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

 氏　名（届出順） 　　保護者名 　住　所

波多野　朔
さく

 　若葉町

小野里橙
と う ご

悟 　六野瀬

長谷川晶
あ き と

士 　安野町

細川めぐる 　分　田

保科　悠
ゆ う が

翔 　中島町

本田　　燈
あかり

 　保　田

遠山　莉
り

明
あ

 　小　浮

吉田　　誉
ほまれ

 　保　田

野﨑　柊
しゅうか

華 　若葉町

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

玄
友規子
政　孝
由　伊
一　央
里　美
大　和
香　澄
将　之
彩　香
充
麻里江 
拓　也
未　来
唯　人
サユリ
駿　兵
春　菜

 氏　名     年　齢      死亡月日       住　所

中川　ハル 93 歳    10.31 千唐仁
渡邉　春松 86 歳    11.1 小　島
小林　末太 86 歳    11.2 山口町 1
小泉　順一 79 歳    11.3 分　田
前田　喜一 94 歳    11.3 大野地
小川　千春 83 歳    11.4 京ヶ島
堀　　貫司 75 歳    11.5 堤
杉﨑　伸七 87 歳    11.5 緑　町
杉本　量太 82 歳    11.5 山口町 2
松﨑　みい 89 歳    11.5 保　田
本間ハルエ 87 歳    11.7 保　田
二瓶　百合 85 歳    11.7 保　田
長谷川サチ子 77 歳    11.9 分　田
菅原千枝子 85 歳    11.9 稲荷町
新田見行雄 88 歳    11.11 小河原
北澤　 男 86 歳    11.11 藤　屋

小林　宏平 88 歳    11.12 下条町
樋口トキ子 73 歳    11.12 分　田
成海　茂子 79 歳    11.13 久　保
坂井　治男 82 歳    11.14 南安野町
披田野榮子 91 歳    11.15 山倉新田

（11 月 1日～ 15 日届出分）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

住まいづくりは地盤から 
 

・地盤調査・改良工事スタッフ 

給与：月給 万～ 万円 年齢・経験不問
 

〒 阿賀野市緑町
代表 田中 実
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い
じ
め
ゼ
ロ
で
、
最
高
の
笹
中
に

い
じ
め
根
絶
見
え
る
化
計
画

　

い
じ
め
を
許
さ
な
い
、
見
逃
さ
な
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
年

度
、
笹
神
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
を
中

心
に
「
い
じ
め
根
絶
見
え
る
化
計
画
」

を
作
成
し
、
全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

い
じ
め
ゼ
ロ
に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

や
目
標
な
ど
は
生
徒
自
ら
が
考
え
、
そ

れ
ら
を
全
校
で
共
有
・
把
握
で
き
る
よ

う
校
内
に
掲
示
す
る
な
ど
し
て
「
見
え

る
化
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
三
色
団
子
」。
各
学

年
が
団
子
の
よ
う
に
丸
く
、
優
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
団
結
し
、
串
で
そ
れ
ぞ
れ

の
団
子
（
学
年
）
が
ま
と
ま
っ
て
い
じ
め

を
な
く
す
こ
と
で
、
最
高
の
笹
中
に
し
よ

う
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
根
絶
の
象
徴
と
な
る
バ
ッ
ジ

は
、
こ
の
三
色
団
子
を
モ
チ
ー
フ
に
制

作
。
デ
ザ
イ
ン
は
生
徒
か
ら
募
集
し
ま

し
た
。
10
月
20
日
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
全
校
生
徒
が
こ
の
バ
ッ
ジ
を
身

に
付
け
、
合
唱
や
演
奏
に
臨
み
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
相
澤
凜
さ
ん
は
、「
今
回

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
自
分
を
見
つ

め
直
し
、
自
己
の
判
断
で
行
動
で
き
る

生
徒
に
成
長
す
れ
ば
、
よ
り
良
い
笹
中

に
な
れ
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
守
る
み
ん
な
の〝
わ
〞

あ
が
の
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

10
月
12
・
19
日
、
市
民
対
象
手
話
教

室
が
開
催
さ
れ
、
13
人
が
参
加
。

　

講
師
の
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究
会

の
長
谷
川
達
也
氏
か
ら
は
手
話
は
伝
え

た
い
気
持
ち
と
表
情
が
大
事
で
あ
る
こ

と
を
、
市
内
手
話
サ
ー
ク
ル
の
佐
藤
正

幸
氏
・
照
美
氏
か
ら
は
ろ
う
者
の
生
活

や
初
級
者
向
け
の
手
話
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
松
崎
春
治
さ
ん
（
押
切
）

は
、「
自
分
の
名
前
の
表
現
方
法
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
し
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
民
対
象
手
話
教
室

手
話
で
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

健康と温泉フォーラム 2018

　

10
月
18
・
19
日
の
2
日
間
、
地

域
の
文
化
や
自
然
を
生
か
し
た
温
泉

資
源
の
活
用
策
を
探
る
「
健
康
と

温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
in
阿
賀

野
市
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
・
ラ
ド
ン

温
泉
等
を
持
つ
温
泉
地
の
関
係
者
ら

が
温
泉
を
核
と
し
た
健
康
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

　

笹
岡
小
4
年
生
か
ら
は
、
総
合
学

習
で
調
べ
た
五
頭
温
泉
郷
の
歴
史
や

効
能
、魅
力
等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

温泉を生かし地域に活力を ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
高
ま
り

首
都
圏
安
田
会
総
会

　

首
都
圏
在
住
の
安
田
地
区
出
身
者
な
ど

で
組
織
す
る
首
都
圏
安
田
会
総
会
と
安
田

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
が
10
月
28

日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都
港

区
）
で
開
催
。
市
か
ら
は
51
人
が
出
席
し
、

総
勢
１
７
０
人
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
安
田
民
謡
協
会
に
よ
る

唄
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
全

員
で
安
田
甚
句
を
踊
っ
た
後
、
童
謡
「
ふ

る
さ
と
」を
合
唱
し
、再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、「
あ
が
の
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
福
祉
保
健
課
の
神
田
健
史
氏

か
ら
「
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、

市
民
が
医
師
不
足
な
ど
医
療
現
場
の
現

状
を
理
解
し
、
医
療
機
関
を
適
正
に
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
」、
本
田
脳
神
経
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
本
田
吉
穂
氏
か
ら「
か

か
り
つ
け
医
が
い
れ
ば
、
入
院
や
専
門

の
検
査
が
必
要
な
と
き
に
適
切
な
病
院

を
紹
介
で
き
る
」
と
の
話
が
、
あ
が
の

市
民
病
院
で
ピ
ア
ノ
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
鈴
木
基
子
氏
か
ら
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新潟アルビレックスＢＢラビッツ開幕戦

　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ラ

ビ
ッ
ツ
の
開
幕
戦
が
10
月
20
・
21
日

に
水
原
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
昨

シ
ー
ズ
ン
3
位
の
強
豪
ト
ヨ
タ
自
動

車
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
ス
と
対
戦
。
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
諦
め
ず

戦
い
抜
く
プ
レ
ー
に
会
場
中
が
大
き

な
声
援
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
選
手
が
着
用
す

る
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
ウ
エ
ア
に
阿
賀

野
市
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ほ
か
、
水
原

総
合
体
育
館
玄
関
前
に
は
選
手
の
等

身
大
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

声援を力に勝利まであと一歩 阿
賀
野
の
魅
力
を
再
発
見

あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア

　
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
８
」
が
11
月
4
日
、
サ
ン
ト
ピ
ア

ワ
ー
ル
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
・
商
業
・
工
業
の
事
業
者
が
一
同

に
集
い
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
7
回
目
。

　

当
日
は
絶
好
の
お
出
か
け
日
和
で
、
約

1
万
1
千
人
の
来
場
者
が
１
３
０
社
以
上

の
展
示
・
体
験
ブ
ー
ス
を
巡
り
、
阿
賀
野

の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

← 今回制作したバッジ
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シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

越
後
府
・
水
原
県

　

先
月
号
で
は
、
第
二
次
越
後
府

（
以
下
、「
越
後
府
」）
が
水
原
に
置

か
れ
、
新
庁
舎
が
造
営
さ
れ
る
ま

で
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
越
後
府

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
か
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

明
治
新
政
府
の
地
方
直
轄
地

　

水
原
に
越
後
府
が
置
か
れ
た

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
は
、
現

在
の
よ
う
な
「
都
道
府
県
」
と
い

う
形
態
で
は
な
く
、
旧
幕
府
の
直

轄
地
に
置
か
れ
て
い
た
裁
判
所

を
廃
止
し
、
そ
の
う
ち
京
都
所
司

代
・
奉
行
な
ど
の
支
配
地
を「
府
」、

そ
れ
以
外
を
「
県
」
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
府
と
県
に
知
事
を
置
き

ま
し
た
。
藩
は
従
来
ど
お
り
旧
藩

主
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
阿
賀
野
市
と

な
っ
て
い
る
場
所
で
も
、
越
後
府

の
管
轄
地
と
新
発
田
藩
な
ど
の

領
地
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
で
「
府
」
と
位
置
付
け
ら

れ
た
の
は
、
①
箱
館
（
函
館
）、
②

江
戸
（
東
京
）、
③
神
奈
川
、
④
甲

斐
（
山
梨
）、
⑤
京
都
、
⑥
大
阪
、

⑦
度わ

た

会ら
い

（
三
重
）、
⑧
長
崎
、
⑨
越

後（
新
潟
・
水
原
）の
9
か
所
で
し
た
。

■ 

行
政
機
関
と
し
て
の
役
割

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
、
新

潟
に
越
後
府
が
置
か
れ
ま
し
た

が
、
北
越
戊
辰
戦
争
の
影
響
で
、

行
政
機
関
と
し
て
ほ
と
ん
ど
機

能
し
な
い
状
況
で
し
た
。

　

明
治
2
（
１
８
６
９
）
年
に

水
原
に
再
び
越
後
府
が
置
か
れ
、

庁
舎
造
営
の
目
途
も
立
ち
、
役

人
も
赴
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

よ
う
や
く
行
政
機
関
と
し
て
の

運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

越
後
府
で
は
、
①
庶
務
方
、

②
租
税
方
、
③
会
計
方
、
④
社

寺
方
、
⑤
軍
務
方
、
⑥
兵
器
方
、

⑦
刑
法
方
、
⑧
営
繕
方
、
⑨
聴

訟
方
、
⑩
病
院
の
10
局
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
役
人

が
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
役
人
の
構
成
は
、
庶
務

方
・
営
繕
方
・
病
院
を
除
く
責

任
者
は
す
べ
て
明
治
新
政
府
の

中
心
で
あ
る
長
州
な
ど
の
諸
藩

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

庶
務
方
に
は
遠
藤
七
郎
（
現

在
の
新
潟
市
北
区
出
身
）、
伊
藤

退
藏
（
水
原
出
身
）
で
、
い
ず

れ
も
北
越
戊
辰
戦
争
時
に
活
躍

し
た
人
物
で
す
。
営
繕
方
に
は

先
月
号
で
紹
介
し
た
斎
藤
忠
三

郎
を
は
じ
め
、
地
元
の
有
力
者

を
採
用
し
て
お
り
、
農
業
・
商

業
を
重
点
と
し
、
戦
後
処
理
や

庁
舎
造
営
に
積
極
的
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 

越
後
府
か
ら
水
原
県
へ

　

越
後
府
が
水
原
に
置
か
れ
庁

舎
造
営
も
進
め
ら
れ
て
い
た
明

治
2
年
7
月
27
日
、
明
治
新
政

府
は
東
京
・
京
都
・
大
阪
を
「
府
」

と
し
、
他
は
「
県
」
と
し
た
こ
と

か
ら
、
越
後
府
は
「
水
原
県
」
と

改
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
原
に
越
後
府
が
置
か
れ
た

後
に
新
潟
町
に
置
か
れ
た
新
潟

県
は
、
こ
の
と
き
に
水
原
県
に

併
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
水
原
に
置
か
れ
た
越

後
府
は
、
所
在
地
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
庁
舎
造
営
を
始
め
た
頃

は
「
越
後
府
」。
庁
舎
の
上
棟
が

行
わ
れ
た
9
月
に
は
「
水
原
県
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
の
新
潟
県
の
形

が
確
定
す
る
明
治
19（
１
８
８
６
）

年
ま
で
は
、
廃
藩
置
県
の
実
施
な

ど
複
雑
で
大
き
な
併
合
を
繰
り

返
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

《
参
考
資
料
》
新
潟
県
史
・
水
原

町
編
年
史
・
水
原
郷
土
誌
料
・ 

他 水原県御用旗水原県御用旗

庁舎模型庁舎模型

水原県印水原県印

越後府印越後府印

健
康
で
安
心
な
暮
ら
し

　

先
月
の
新
聞
に
「
人
付
き
合
い
少
な

い
独
居
の
高
齢
者
、
介
護
・
死
亡
リ
ス
ク

1
・
7
倍
」
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
的
な
つ
な
が
り
が
健
康
に
与
え
る
影

響
を
調
べ
た
結
果
で
は
、
一
人
暮
ら
し
で

人
付
き
合
い
が
少
な
く
社
会
的
に
孤
立
し

た
高
齢
者
は
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
り

死
亡
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
1
・

7
倍
高
く
、
ま
た
、
運
動
・
認
知

機
能
の
低
下
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と

言
い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
に
な
る

と
要
介
護
や
死
亡
の
発
生
率
は
そ

う
で
な
い
人
の
2
・
3
倍
と
、
更

に
リ
ス
ク
が
高
ま
る
そ
う
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、
し
っ
か
り

と
栄
養
を
取
る
、
し
っ
か
り
と
運

動
を
す
る
、
そ
し
て
何
よ
り
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の

度
の
調
査
で
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
市
の
平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
新
規

認
定
者
は
５
１
６
人
で
、
原
因
疾
患
の
第

１
位
は
認
知
症
で
１
３
４
人
（
26
％
）、
第

２
位
が
運
動
器
疾
患
（
関
節
疾
患
、
転
倒
・

骨
折
）
で
１
２
９
人
（
25
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
運
動
器
の
疾
患
で
は
自
立
し
た

生
活
が
難
し
く
な
る
と
と
も
に
、
骨
折
な

ど
で
常
に
介
護
が
必
要
と
な
る
寝
た
き
り

の
状
態
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
介
護
認
定
者
数
が

２
７
６
１
人
か
ら
３
０
４
６
人
に
１
割
増

加
し
、
介
護
給
付
費
も
約
45
億
円
に
達
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
運
動
の
重
要

性
や
社
会
と
の
関
わ
り
な
ど
生
活

習
慣
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

介
護
予
防
・
重
症
化
予
防
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
月
１
日
、
安
田
地
区
に
「
ふ

れ
あ
い
広
場
や
す
だ
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
４
地
区
に
計
画

さ
れ
て
い
る
居
場
所
づ
く
り
の
第

１
号
と
な
る
も
の
で
、
地
域
の
人

た
ち
が
交
流
を
目
的
に
集
ま
り
、

誰
も
が
気
兼
ね
な
く
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
や
す
だ
、
地

域
支
え
合
い
推
進
会
議
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

田 

中 

清 

善

水
原
総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
も
う
1
台

導
入
し
て
も
ら
い
た
い
。

水
原
総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
各
種

機
器
26
台
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
機
器
を
維
持
し
た
ま

ま
新
規
導
入
す
る
こ
と
は
、
部
屋
の

広
さ
か
ら
し
て
困
難
な
た
め
、
機
種

や
台
数
等
を
調
整
し
た
上
で
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
利
用
者
の
意
向
を
確
認
し
、

導
入
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
当
施
設

を
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
は
が
き
で
送
る
場
合

　

次
の
施
設
に
専
用
は
が
き
（
切
手

不
要
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
公
民
館
、
吉
田

東
伍
記
念
博
物
館
、
宝
珠
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部

屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ

トレーニングルーム
（水原総合体育館）
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● 

今
月
は 

東
と
う
り
ゅ
う
ち
ょ
う

柳
町 

で
す 

●

自
治
会
を
越
え
た
結
束

　

60
年
前
の
東
柳
町
は
18
世
帯
、

そ
の
大
半
が
農
業
を
営
ん
で
お
り
、

北
側
の
ほ
と
ん
ど
が
田
ん
ぼ
で
し

た
。
昭
和
30
年
代
後
半
以
降
、
そ

の
田
ん
ぼ
が
次
々
と
埋
め
立
て
ら

れ
て
宅
地
と
な
り
、
現
在
の
世
帯

数
は
70
世
帯
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
辺
り
は
か
つ
て
柳
が
た
く

さ
ん
生
い
茂
る
湿
地
帯
で
、
ま
た

長
楽
寺
（
東
雲
町
）
の
東
側
に
位

置
す
る
た
め
、
東
柳
町
と
い
う
名

が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
東
雲
町
、
東
柳
町
、
柳

町
、
新
々
町
、
諏
訪
町
の
５
つ
の

自
治
会
を
称
し
て
「
門
前
」
と
呼

び
、
門
前
で
ま
と
ま
っ
て
1
つ
の
農

家
組
合「
門
前
農
家
組
合
」を
組
織
。

　

こ
の
農
家
組
合
は
、
他
地
域
が

牛
や
馬
で
田
畑
を
耕
し
て
い
た
時

南

西

北

東

代
に
耕
運
機
2
台
を
所
有
、
土
地

改
良
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
農
家
同
士
が
自
治
会
を
越
え

て
結
束
し
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
誇
り
「
門
前
神
楽
」

　

門
前
神
楽
の
歴
史
は
古
く
、
今

か
ら
１
３
０
０
年
前
、
行
基
に
よ
っ

て
獅
子
頭
が
制
作
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
７
４
６
（
延
亨

3
）
年
に
幕
府
直
轄
領
と
し
て
代

官
所
が
置
か
れ
た
と
き
に
舞
い
を

披
露
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
8
月
22
日
・
23
日
、

神
明
宮
と
諏
訪
神
社
（
中
央
町
2
）

の
祭
礼
時
に
氏
子
の
家
や
店
舗
な

ど
を
回
っ
て
披
露
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
必
要
性

　

以
前
は
町
内
の
活
動
が
盛
ん
で
、

住
民
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
か
な
り

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
約
15
年
前
か
ら
始
め

た
年
1
回
の
親
睦
会
は
継
続
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
何
か
た
め
に
な
る
こ
と
を

や
り
た
い
と
、
交
通
事
故
や
振
り

込
め
詐
欺
を
落
語
で
伝
え
る
寄
席

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
に
と
っ
て
必
要
な

自
治
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
山
岸
勲
さ
ん
）

■世帯数 75
■人　口 219
（11月 1日現在）

水原本町商店街（水原
上町）の北側、水原地
区の中心部に位置する

神明宮祭礼での門前神楽（平成29年 8月）

東柳町

● 

表
紙
か
ら
漫
画
で
、少
し
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
読
み
や

す
く
て
い
い
で
す
ね
。
ハ
ウ

ス
栽
培
の
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。　
（
60
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
は
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
読
む
の
が

楽
し
い
で
す
。（
50
代
・
男
性
）

☆ 

お
し
ら
せ
版
を
読
む
と
、
市
内

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
ね
。今
後
も「
阿
賀
野
市
の
今
」

を
皆
さ
ん
に
届
け
ま
す
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

と
て
も
見
や
す
く
な
っ
て
、

読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
10
代
・
男
性
）

 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
た
ま
に
間
違
い
探
し
を
お
願

い
し
ま
す
。　
（
10
代
・
女
性
）

☆ 

「
間
違
い
探
し
は
難
し
い
」
と

の
意
見
が
あ
り
、
紙
面
ク
イ

ズ
に
変
更
し
ま
し
た
。
要
望

が
多
け
れ
ば
再
開
し
ま
す
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

久
々
に
広
報
を
じ
っ
く
り
読

み
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
読
み

や
す
く
な
り
、
ワ
ク
ワ
ク
感

も
あ
り
ま
す
ね
！
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
願

い
し
ま
す
。　
（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
は
今
回
市
政
モ
ニ
タ
ー
に

選
ば
れ
ま
し
た
。自
分
が
思
っ

て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
場

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
特
集
は
漫
画
風
レ
イ

ア
ウ
ト
。
斬
新
で
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。
次
回
が
楽
し

み
で
す
！　
　
（
40
代
・
女
性
）

☆ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。読

み
や
す
く
、た
め
に
な
る
広
報

を
モ
ッ
ト
ー
に
、い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

漫
画
風
で
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
が
、
編
集
作
業
が
大

変
そ
う
で
す
ね
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
女
性
）

★11月もイベントに参加してきたっちょ！
　4日は「ソフトバレーボール大会ごずっちょ

杯」、「あがのわくわく産業フェア」に参加。産

業フェアでは、姉妹

都市の高知県安田町

から安
あんたろう

田朗くんが遊

びに来てくれたっ

ちょ。遠いところか

らどうもありがちょ

～！ 9 日～ 15 日は

「秋季火災予防運動」

で火災予防を呼び掛

けてきたっちょ！

★

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№78№78
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

★ ごずっちょをイベントに登場させ
ませんか

　保育園や認定こども園、幼稚園、小中学校、

子ども会などのイベントに、ごずっちょを登場

させませんか。詳細は、市長政策・市民協働課

まで問い合わせてください。

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　○に当てはまる文字・数字を答えてください。

問題 1：あがのポイント

カードの通称「○○○カー

ド」（ローマ字）

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え②広報紙や市政への意見など③
住所④氏名⑤年齢⑥電話番号を記入し、はがきや
電子メール、ＦＡＸで 12月 14日（金）必着で応
募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※ 正解者の中から抽選で 10 人にごずっちょグッ
ズをプレゼントします。発表は、賞品の発送
をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆

マウスパッドマウスパッド

問題 2：高知県安田町の

人口は「約○○○○人」

11 月 15 日 天朝山公園前11 月 15 日 天朝山公園前
秋季火災予防運動秋季火災予防運動

問題 1：「6度～ 7度」

問題 2：「循環型養液栽培」

問題 3：「阿賀野市総合計画」

☆ 11月号の正解は次のとおりです。☆

11 月 4 日 あがのわくわく産業フェア11 月 4日 あがのわくわく産業フェア
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作 . 齋藤 紀子

　「ゆあちゃん」は おうたをうたうのが だ～いすき！ だれかが
うたっているのをみると ついまねして うたいたくなっちゃうの。 
いつも だいすきな おかあさんのうでのなかで おきにいりのおう
たを うたっているよ。 はじめてあうひとは ちょっぴりこわいけ
ど みんなでおうたを うたってみたいなー。

【人の動き】 人口 42,651 人（－ 39） 男 20,640 人（－ 22） 女 22,011 人（－ 17） 世帯数 14,419  世帯（＋ 13)
平成 30年 11月 1日現在（　）は前月比　・出生 13人・死亡 55人・転入 67人・転出 64人

木下 優
ゆ

愛
あ

ちゃん（9か月）／外城町（パパ裕一さん・ママ綾子さん）

　わたしの名前は「ルナ」。
7歳のヨークシャーテリアだ
よ。ご主人がやっている美容
室の看板娘なの！

　人と遊ぶのが大好き！お客さん
がお店に来るとうれしくなって膝
の上に乗っちゃうんだ～。おやつ
も大好きで、好き嫌いしないで何
でも食べられるよ。

坂角亨さん（緑岡）宅の「ルナ」ちゃん

【材料】（4人分）
生鮭………………………………4 切れ
玉ねぎ………………………………1 個
ピーマン……………………………4 個
ニンジン…………………………100 ｇ
トウガラシ…………………………2本
塩・こしょう………………………少々
小麦粉　……………………………適量
サラダ油……………………………適量
みりん……………………………200ml
酢 …………………………………200ml

【作り方】
① 玉ねぎは薄切り、ピーマンとニンジンは千切り、
トウガラシは種を取り、小口切りにする。

②生鮭に塩・こしょうをふってしばらく置き、水分
　をキッチンペーパーで拭き取り、小麦粉をまぶす。
③フライパンにサラダ油を熱し、②を両面揚げ焼き
　にする。焼けたら、油を軽く切って取り出す。
④バットに酢とみりんを同量入れ、①と③を漬ける。
　ラップをして冷蔵庫に入れ、味をなじませる。

クックパッド　阿賀野市 検索
おいしく減塩！鮭の南蛮漬け（332ｋｃａｌ　塩分0.6ｇ)

塩分少なめでもおいしいお魚のレシピです。わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪


